




























特 に東京遷都 による大打撃の後,西 陣織,




































所,卯 辰山に関わ りの深い陶工たちを紹介 し
ている。





需要 を探 るな ど,『石川県史』や阿部碧海の








明治4年 か ら18年まで毎年14回も開催 された
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が,そ の成功に刺激され金沢で5年 と7年 に





鑽 と工芸品の意匠向上 を図 り,需要拡張を意
図して東京の龍池会に倣 って結成 された蓮池
会(勧 業博物館 にmす る兼六園の蓮池に因
んで名付 けた)の 活動 を紹介 している。
5金 沢区工業学校 の創設 と納富介次郎
石川県が明治13年勧業特産教師 として,の ち
図案で帝室技芸員 とな り神阪雪佳の師にもな




年に金沢区工業学校 を創設するが,金 沢 との
関わりの中での納富の動向 と工業学校の創設
に至る経緯が 『石川県勧業第五回 ・第七回年
























い,試 験部 と図案部が工業試験場の所管 とな
り,物産陳列館 は調査課 と図案課を持ち一層
図案調整 と指導に貢献す ることとなった。名
称 も商 品陳列所 と改称 されるが,雑 誌 『共
勵』や 『石川県五業美術工芸』の発刊な ど出
品共励会の活動や物産陳列館規則,出 品人共




































友禅復興の機運 と徒弟育成,友 禅祭 と墓石保












及のための巡 回陳列会 を」「県商工課 に図案
部 を新設」「商工省工芸美術品展覧会」「標準
色の見本審査」「染物組合の新事業」「商工省
展 覧会 にお ける本 県の評価」「製作品品評
会」 「加賀友禅 に新図案 を注入」 という見出
しの大正13年か ら15年の 『北陸毎 日新聞』の
記事 を紹介 している。
6「 農展」の開催 と金沢の工芸界 は比
嘉明子氏の筆である。大正2年 に始 まり昭和
14年にその使命を終 える 「農商務省図案及び
応用作品展」は文展 に対 して 「農展」 と呼ば
れ,工 芸を扱 う官展 としては大正期唯一の展
覧会であり,当 時の工芸 ・デザインや産業振










と農展出品について の各項で詳 しく述べ ら
れている。
「別冊補遺 一 金沢漆器の動向一」 は近代
初頭か ら大正期 までの金沢工芸の展開につい
て論 じた本編 につづいて,各 論 として 「漆
器」を取上 げ,そ の動向を論考 した金沢美術
工芸大学の柳橋眞氏 による研究報告 となって
いる。
今 日でも多 くの工人作家が漆器づ くりに活
躍し,加 賀蒔絵の伝統を継承 している金沢漆





より明治 ・大正 ・昭和の名匠をリス トアップ
し,蒔絵の澤田宗澤 と塗 りの鶴 田和三郎の評
価が群 を抜いているという。
2海 外博覧会 に見る金沢漆器 では当時













4漆 器産業 の問題点 で は明 治34年の
『政教新聞』の記事 より高い賃金から漆が高
価なものになり漆器離れや国産漆離れが起 こ
っている問題 を取 り上 げている。





6石 川県物産陳列館 にみる金沢漆器 明
治44年石川県物産陳列館報の附録 『石川県重
要物産同業組合之現状』で金沢漆器同業組合
を輪島塗 りや山中塗 りと比較,物 産陳列館へ
の漆器出品者 と産地別依託販賣高比較表を載
せ,出 品者 を考察 している。
7漆 液 について 大正12年の 『商品陳列
館報』掲載の東京美術学校講師辻村松華が漆
液や研炭,漆 刷毛や蒔絵筆など漆器制作材料































ている今 日,本書の発刊 は誠にタイム リーな
企画であり,残存する工芸品資料が少なく,
また文献資料の散逸が危ぶまれる中,著 者 と
編集者の努力に敬服すると同時に昭和編の発
行が待たれる所である。
残念なが らこの図書はその性格から,限 定
500部の発行で,一 般の書店で人の目に触れ
る機会はないが,近 代工芸 に関心を持っ人や
研究者には是非目を通 してほしい図書である。
115
